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弥生検定補講（経理事務中級） 

 

＜振込手数料に関して＞ 

 

＜通販で「今から 30分以内は振込手数料不要」で 10,000円の商品購入＞を考えてみよう 

（手数料 500円とする） 

 

① 30分以内（先方負担） 

商品 10,000／普通預金 10,000 

 

② 30分超（当方負担） 

商品 10,000／普通預金 10,500 

手数料 500 

 

では弥生検定の問題風にいきましょう 

 

4/15日 

ヤマダ便より 21,600円（税込）の請求書が届いた 

 

4/27日 

4/30日の振込依頼を行った 

ヤマダ便（4/15請求分）と弥生商店（買掛金）の支払 

 

 金額 手数料 手数料負担 

ヤマダ便 21,600 756 当方 

弥生商店 123,234 756 先方 

合計 144,834 1,512  

 

ヤマダ便との取引を考えてみよう 

 

 当社 ヤマダ便 

取引発生時 荷造運賃 21,600／未払金 21,600 売掛金 21,600／売上 21,600 

消 込 時 未払金 21,600 ／普通預金 22,356 

支払手数料 756 

普通預金 21,600／売掛金 21,600 

先方負担な

ら 

未払金 21,600／普通預金 21,600 普通預金 20,844／売掛金 21,600 

支払手数料 756 

 

 

次に弥生商店との取引を考えてみよう 

 

 当社 弥生商店 

取引発生時 仕入 123,990／買掛金 123,990 売掛金 123,990／売上 123,990 

消 込 時 買掛金 123,990／普通預金 123,990 

 

普通預金 123,234／売掛金 123,990 

支払手数料 756 

当方負担な

ら 

買掛金 123,990／普通預金 124,746 

支払手数料 756 

普通預金 123,990／売掛金 123,990 

 



2 

 

＜給与の処理を考えよう＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則→支給項目は借方、控除項目は貸方 

 

借方科目 金額 貸方科目 金額 

給料手当 217,858 預り金（健康保険） 10,000 

旅費交通費（課税） 5,000 預り金（厚生年金） 17,474 

  預り金（源泉所得税） 2,790 

  預り金（住民税） 10,000 

  立替金（雇用保険） 1,114 

  現金 181,480 

 

※普通預金で支払う場合は通常「借方に支払手数料」が発生します 
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＜預り金の支払いを考えよう＞ 

 

＜所得税と住民税の関係＞ 

 

27.1.1   2/10     27.12.31    28.1.31    28.6.10     29.5.10 

 

所得税     年末調整  給与支払報告書   

     住民税                    住民税 

                               12回払い 

 

＜社会保険＞ 

 

前記の坂本龍馬さんは 26.12月入社とします（資格取得） 

社会保険は翌月徴収です 

 

12月末の仕訳（試験でよく問われるのはこの仕訳） 

 

法定福利費 27,474／未払金 29,474  健康保険・厚生年金 

法定福利費 2,000   子ども・子育て拠出金 

（もちろん借方は 29,474で大丈夫です） 

 

 

 

1月 25日の仕訳は前ページの通り 

 

 

 

1月末に年金機構から引き落とされる時の仕訳 

 

未払金 29,474／普通預金 56,948 

預り金 10,000 

預り金 17,474 
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＜解答要求に対応するメニュー＞ 

 

① 残高試算表（月次・期間） 

 

1月末の現金の残高 

 

1月中の旅費交通費の発生金額 

 

1月に支払った買掛金（Ａ商事）の金額 

 

 

② 総勘定元帳（補助元帳） 

 

1月 16日段階の仮払消費税の残高 

 

 

③ 日計表（勘定科目別・補助科目別） 

 

1月 10日から 25日の現金の出金額 

 

 

1月 12日から 18日の普通預金（みなと銀行）の入金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 4月 22日 


